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全患連が

労4動省要請

職
業
病
治
療
を
充
分
に

労
災
か
く
し
私
病
す
り
か
え
や
め
よ

　

全
患
連
は
六
月
二
十
三
日
、
労
働

省
に
た
い
し
、
来
年
度
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
全
患
連
の
要
求
を
盛
り
こ

む
よ
う
要
請
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
行
動
に
は
、
小
林
全
患

連
事
務
局
長
ほ
か
全
交
災
・
全
有
協

・
全
国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会
・

全
患
協
な
ど
の
代
表
九
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

労
働
省
側
は
、
労
働
基
準
局
の
補

價
課
・
労
災
管
理
課
、
監
督
課
、
職

業
安
定
局
の
業
務
指
導
課
か
ら
課
長

昭和58年度予算で労働省に要臍する全悪連代表（６月25日）

補
佐
や
係
長
ら
八
人
が
、
全
患
連
の

要
謂
に
応
待
し
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ス
ー
シ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る

医
療
・
福
祉
切
り
捨
て
を
し
な
い
こ

と
な
ど
三
項
目
を
基
本
的
な
要
求
に

全
患
連
は
①
労
災
補
償
②
就
労
保
障

等
に
つ
い
て
、
職
業
病
患
者
の
実
態

を
も
と
に
要
請
し
ま
し
た
。

　

要
求
内
容
は
①
移
送
費
・
付
添
管

　

労
働
省
側
は
、
三
項
目
の
基
本
要

求
を
踏
ま
え
て
概
算
要
求
を
し
た
い

と
述
べ
、
①
労
働
災
害
に
よ
る
患
者

が
増
え
な
い
よ
う
企
業
を
指
導
す
る

回
答
を
し
ま
し
た
。
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会
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一
枠
を
、
あ
ら
か
じ
め
前
年
度
の
何
％
以
内
と
決
め
て
お
く
こ
と
。
こ
ゝ

「
の
方
式
は
三
十
六
年
度
予
算
編
成
時
か
ら
始
め
ら
れ
た
か
、
五
十
七
『

ll‘･,..I･･･゜II“

年
度
予
算
編
成
で
は
「
ゼ
ロ
ー
シ
ー
リ
ー
ン
グ
」
ヽ
つ
ま
り
五
十
六
年
）

度
と
同
枠
と
決
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
特
に
注
目
を
浴
び
た
。
五
十
八

年
度
は
、
五
十
七
年
度
以
下
に
抑
え
る
「
マ
イ
ナ
ス
ー
シ
ー
リ
ン
グ
」
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1 9S2年ワ月１日かんじゃと医療第ワ９号（第三種郵便物認可）

寫
齢
化
裁
会
と

厚
生
省
公
衆
衛
生
局
結
核
成
人
病
課

　
　
　
　
　
　

技
官
土
居

⑥
嗅

が
ん
と
の
闘
い

　

Λ
子
宮
が
ん
▽

　

子
宮
が
ん
は
、
女
性
の
が
ん
と

し
て
ず
っ
と
二
位
を
占
め
て
い
ま

し
た
が
、
昭
和
五
十
五
年
に
肺
が

ん
と
そ
の
順
位
が
入
れ
か
わ
り
ま

し
た
。
昭
和
五
十
六
年
で
は
、
子

宮
が
ん
で
五
三
四
八
人
（
人
口
十

万
人
対
九
・
〇
）
が
死
亡
さ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
五
十
年
の
死
亡
率

は
Ｉ
〇
・
七
で
す
か
ら
、
子
宮
が

ん
に
よ
る
死
亡
は
減
少
し
て
お

り
、
昭
和
七
十
年
ご
ろ
に
は
さ
ら

に
現
を
の
約
半
分
位
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
真
に
喜
ば
し

い
事
と
言
え
ま
す
。

　

年
齢
別
に
死
亡
率
を
み
る
と
、

他
の
が
ん
と
同
じ
よ
う
な
年
齢
が

高
く
な
る
に
つ
れ
て
死
亡
率
も
高

く
な
り
ま
す
。
’
特
に
五
十
士
〈
十

歳
で
は
高
く
な
り
ま
す
。

　

子
宮
が
ん
は
早
期
に
発
見
す
れ

ば
、
殆
ん
ど
治
り
ま
す
。
例
え
ば

が
ん
が
子
宮
粘
膜
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
ｌ
ａ
期
で
は
、
五
年
生
存
率

は
九
二
・
七
％
で
す
。

　

現
在
、
子
宮
が
ん
検
診
は
全
国

で
広
く
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
か
、

そ
の
受
診
率
は
Ｉ
〇
％
に
も
み
た

な
い
の
が
現
状
で
す
。
地
域
に
よ

っ
て
は
厄
年
検
診
な
ど
受
診
を
熱

心
に
よ
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
受

診
率
は
思
う
よ
う
に
向
上
し
て
お

ら
ず
、
ま
た
、
受
診
す
る
人
は
常

に
受
診
す
る
と
い
っ
た
固
定
化
か

お
こ
る
な
ど
問
題
が
で
て
き
て
い

ま
す
。

　

特
に
、
五
十
士
〈
十
歳
以
上
の

人
は
、
生
理
も
終
り
、
。
も
う
用

が
な
く
な
っ
た
”
な
ど
と
思
わ
ず

積
極
的
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。

　

子
宮
が
ん
検
診
の
方
法
は
、
子

宮
頭
部
か
ら
綿
棒
な
ど
で
粘
膜
の

細
胞
を
こ
す
り
と
り
、
そ
れ
を
染

色
し
て
顕
微
鏡
で
み
ま
す
。
簡
単

な
方
法
で
す
が
、
細
胞
診
検
査
士

や
指
導
医
な
ど
多
く
の
人
々
の
チ

ェ
ッ
ク
を
受
け
な
が
ら
診
断
さ
れ

ま
す
。

　

検
診
に
よ
っ
て
が
ん
が
発
見
さ

れ
る
割
合
は
、
受
診
者
千
人
に
対

し
て
約
一
人
位
で
、
最
近
や
や
低

下
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

子
宮
が
ん
を
撲
滅
で
き
る
日
は

そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
に
は
、
少
な
く
と
も
三

年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Λ
乳
か
ん
▽

　

同
じ
女
性
の
が
ん
で
も
、
乳
が

ん
は
子
宮
が
ん
と
や
や
異
っ
て
い

ま
す
。
子
宮
が
ん
に
比
べ
、
や
や

若
い
年
齢
に
死
打
率
が
高
く
、
例

え
ば
昭
和
五
十
六
年
の
死
亡
率
を

み
る
と
、
三
十
～
三
十
四
歳
で
は

乳
が
ん
は
一
「
八
で
、
子
宮
が
ん

は
万
一
、
四
十
～
四
十
四
歳
で

は
そ
れ
ぞ
れ
八
・
四
、
二
・
一
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
六
年

に
乳
が
ん
で
死
亡
さ
れ
た
人
は
、

四
三
六
四
人
で
人
口
十
万
対
七
・

三
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
宮
が
ん

と
ち
が
っ
て
将
来
、
乳
が
ん
は
増

加
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
も
早
期
に
発
見
す
る
と
、

ほ
と
ん
ど
治
る
と
言
え
ま
す
。
例

え
ば
一
昭
μ
以
下
の
大
き
さ
の
五

年
生
存
率
は
九
四
・
五
％
で
す
。

　

乳
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
に
、
Ｘ
線
や
超
音
波
を
使
っ
て

集
団
検
診
を
行
な
う
方
法
が
あ

り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
実
態
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
大
切
な
の
は
、
年
に
一
回
こ

れ
ら
の
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
は

な
く
て
、
毎
月
み
ず
か
ら
乳
房
を

さ
わ
り
、
し
こ
り
が
あ
る
か
な
い

か
を
チ
エ
″
ク
す
る
こ
と
で
す
。

　

乳
が
ん
の
自
己
検
診
は
だ
れ
で

も
簡
単
に
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

な
か
な
か
実
行
さ
れ
て
い
な
い
よ

ltか座ぷ:t4t=WnCLTTl=入あ●

う
で
す
。
毎
月
一
定
の
日
（
生
理

の
あ
る
方
は
、
月
経
終
了
の
入
浴

時
が
望
奏
し
い
）
を
決
め
、
実
行

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

さ
て
、
昭
和
五
十
六
年
の
人
口

動
態
の
概
況
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
弔
こ
、
昭
和
二
十

六
年
以
来
、
第
一
位
を
占
め
て
い

た
脳
卒
中
と
が
ん
は
入
れ
か
わ

り
、
求
さ
に
ぶ
ん
”
の
時
代
に

な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

が
ん
に
よ
る
死
亡
は
十
六
万
六

千
三
百
十
九
人
（
人
口
十
万
対
一

四
丁
九
）
で
、
次
い
で
脳
卒
中

十
五
万
七
千
三
百
二
十
人
（
一
三

四
・
二
）
、
心
疾
患
十
二
万
五
千

九
百
四
十
八
人
（
一
〇
七
・
五
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
を
撲
滅
す
る
た
め
に
は
、

診
断
技
術
や
治
療
の
方
法
な
ど
医

学
の
進
歩
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を

広
く
普
及
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

な
ど
保
健
行
政
の
と
り
く
み
が
重

要
で
す
が
、
国
民
一
人
一
人
が
積

極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
大
切
で
す
。
（
次
号
に
つ
づ
く
）

死因順位、対前年比較

死因順位

〔昭榔碑)

死　因

昭和56年 昭和55年

死亡数
死亡率

f入口10

万哨

死亡總数

に占める
割合(％)

死亡数

死亡率

(人口10

万剛

死亡総数

に占める

割合(％)

第１位

　２

　３

　４

　５

　６

　７

　８

　９

　１０

悪性新生物

陥皇管疾患

心　　疾　　患

肺炎及び気管支炎

晴神病の記載のない老衰

不慮の事故及び有害作用

自　　　　殺

幔性肝疾患及７肝硬変

高血圧性疾患

腎炎、ネフローゼ症
峡群及びネフローゼ

166,31

157.320

125,9.羽

39,438

29.86

38,860

20,052

16,630

15,289

10,679

141,9

134.2

1ぴ7.5

33､6

25.5

24,6

17.1

14.2

13.0

9.1

23.1

21,8

17.5

55

4j

4.0

2.8

2.3

2.1

1.5

161,7M

162,317

123,505

39,241

32,154

29,217

20,542

16,490

15,911

10,180

139.2

139.7

106.3

33.8

277

251

17,7

14,2

13.7

8.8

22,4

22.5

17,1

5.4

4.4

4.0

2.8

2,3

2.2

1.4
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個
人
の
努
力
や
相
互

　

扶
助
に
責
任
求
め
る

　

第
一
部
会
報
告
「
行
政
改
革
の
理

念
及
び
重
要
行
政
施
策
の
在
り
方
に

つ
い
て
」
で
は
、
「
行
政
の
目
指
す

目
標
」
と
し
て
①
成
熟
社
会
に
お
け

る
活
力
の
維
持
②
国
際
社
会
に
対
す

る
積
極
的
貢
献
⑤
安
心
と
安
全
の
確

保
の
三
点
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
成
熟
社
会
に
お
け
る
活
力
の
維
持
」

の
内
容
は
「
個
人
の
自
助
努
力
を
よ

り
一
層
生
か
し
得
る
」
社
会
保
障
制

度
で
あ
り
、
「
家
庭
や
近
隣
、
職
場

等
個
人
の
連
帯
と
相
互
扶
助
の
場
を

強
化
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
は
福
祉
や
社
会
保
障

に
お
け
る
国
の
責
任
は
全
く
放
棄

し
、
も
っ
ば
ら
個
人
の
努
力
や
連
帯

と
相
互
扶
助
に
そ
の
責
任
を
求
め
る

思
想
で
貫
か
れ
て
い
ま
す
。

医
療
保
険
大
改
悪
の

で
明
確
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
報
告

で
は
、
社
会
保
障
政
策
の
基
本
が
「
自

助
努
力
と
社
会
連
帯
を
基
礎
」
と
す

る
と
し
た
う
え
で
「
公
的
サ
ー
ビ
ス

の
体
系
を
整
備
す
る
」
と
し
て
い
ま

す
。
社
会
保
障
政
策
の
基
本
が
憲
法

二
五
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
健
康
で

文
化
的
な
生
活
を
国
の
責
任
に
お
い

て
保
障
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
個
人

　　　　　

部会報告の主要点

　

【行政改革の理念】

　

・成熟社会における活力の維持

　

・国際社会に対する積極的貢献

　

・安心と安全の確保

　

【社会保障の基本的考え方】

　

・自助努力と社会連帯を基礎にし、国民誰

　

もが人生のどの段階でも安心して生活し

　

得るような公的サービスの体系を整備。

・我が国の社会保障は、西欧諸国に比較し

　

てほぼ遜色のない水準に達している。

【社会保障の改革の方向】

・高齢化社会では高齢者も働くことか当然

　

必要。高齢者雇用政策を確立し推進する

・公的年金制度の段階的統合

・年金の給付水準適正化、支給開始年齢の

　

引き上げ、保険料の引き上げ。

・年金行政組織の一元化

・医療費支払方式の改革、レセプト審査、

　

医寮機関への指導監査の強化、医療費通

　

知運動などで医療費総額を抑制。

・医療保険制度の合理化として、軽費な医

　

療については受益者負担を求める。

・国民健康保険制度では、広城化の方向で

　

改革、国庫補助制度の改善合理化。

・地域の医療計画を策定し、総合的、効率

　

的な医療供給体制の整備を進める。

・国立医療機関については、全国的な視野

　

に立った高度先駆的医療や地域の医療計

　

画の中核的施設として明確化し、併せて

　

その整理合理化を行う。

【地方財政制度の在り方】

・｢基準行政｣以外の行政の財源は、受益

　

者負担、超過課税、法定外普通税で確保

・いわゆる上乗せ福祉は早急に見直す。

の
努
力
や
助
け
合
い
で
勝
手
に
や
れ

べ
て
福
祉
な
ど
で
の
具
体
的
提
案
は

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

一
次
答
申
が
国
民
の
反
対
で
実
施
で

き
な
か
っ
た
部
分
が
多
か
っ
た
た

め
、
「
何
よ
り
も
ま
ず
、
第
一
次
答

申
の
完
全
実
施
が
前
提
」
と
し
て
い

る
た
め
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
中
で
も
い
く
つ
か

の
重
要
な
医
寮
・
福
祉
切
り
捨
て
方

針
か
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
の
到
来
で
「
高
齢
者

も
働
く
こ
と
が
当
然
必
要
」
と
の
前

提
に
立
っ
て
、
「
年
金
等
社
会
保
障

施
策
と
の
連
携
J
が
必
要
と
し
た
上

で
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
「
給
付
水

串
の
適
正
化
、
支
給
開
始
年
齢
の
引

き
上
げ
と
弾
力
化
、
保
険
料
の
引
き

上
げ
」
な
ど
年
金
制
度
の
改
悪
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
に
つ
い
て
も
第
一
次

答
申
の
医
療
費
適
正
化
対
策
の
推
進

で
医
寮
費
総
額
の
抑
制
を
め
ざ
し
つ

つ
、
医
療
保
険
制
度
で
は
「
軽
費
な

医
療
に
つ
い
て
は
受
益
者
負
担
を
求

め
る
」
と
、
か
ぜ
な
ど
の
治
療
の
有

料
化
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
報
告

は
一
方
で
、
『
予
防
医
療
』
に
適
切

に
対
応
し
う
る
医
療
供
給
体
制
の
整

備
を
い
い
な
が
ら
、
初
期
医
療
を
抑

制
す
る
「
軽
費
医
療
の
受
益
者
負
担
」

を
求
め
る
こ
と
は
、
そ
の
ほ
ん
ね
が

医
療
切
り
捨
て
に
は
か
な
ら
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
報
告
は
露
骨
に
医
瞭

や
福
祉
切
り
捨
て
の
社
会
保
障
制
度

大
改
悪
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
の
独
自

　

施
策
に
も
強
い
圧
力

　

一
方
、
第
三
部
会

自
治
体
の
施
策
や
財
政
に
っ
い
て
ふ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
中
で
「
い
わ

ゆ
る
上
乗
せ
福
祉
は
早
急
に
見
直
す

べ
き
」
「
『
隣
の
町
が
や
る
な
ら
自

分
の
町
も
』
と
い
う
安
易
な
考
え
方

は
や
め
る
べ
き
だ
」
な
ど
と
、
地
方

公
共
団
体
の
知
目
施
策
の
実
施
を
強

く
「
戒
め
」
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
r
i
f
準
行
政
」
以
外
の
行

政
を
行
う
場
合
に
は
、
受
益
者
負
担
、

超
過
課
税
、
法
定
外
普
通
税
な
ど
で

財
源
を
確
保
せ
よ
と
、
圧
力
を
か
け

て
い
ま
す
。
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全有協
第12回総会

総
合
的
補
償
確
立
を

健
康
破
壊
の
原
因
と
実
態
明
確
に

　

全
国
職
業
性
有
害
物
障
害
思
者
協

議
会
（
全
有
協
）
は
六
月
十
二
日
、

東
京
・
港
区
で
第
十
二
回
総
ふ
苓
開

き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
、

議
長
団
選
出
の
あ
と
、
会
長
あ
い
さ

つ
、
来
賓
の
あ
い
さ
つ
に
つ
づ
き
、

全
患
連
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
多
数

寄
せ
ら
れ
た
力
強
い
連
帯
と
激
励
の

祝
電
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
、

満
場
の
拍
手
で
応
え
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
会
創
立
十
周
年
を
記

念
し
た
前
総
会
に
お
い
て
、
十
年
間

の
運
動
の
到
達
点
を
確
認
し
て
今
後

　

「
治
療
を
Ｘ
き
健
康
を
と
り
も
ど
そ
う
」
な
ど
の
運
動
方
針
を
熟
心
に
話

し
合
っ
た
全
有
協
第
１
２
回
総
会
（
６
月
１
２
日
）

の
運
動
の
新
た
な
前
進
を
め
ざ
し
た

こ
の
一
年
間
尺
一
年
度
）
の
活
動

報
告
、
会
計
報
一
『
が
行
わ
れ
、
質
疑

討
論
の
後
ご
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
新
年
度
（
八
二
年
度
）

の
運
動
方
針
案
及
び
予
算
案
が
提
案

さ
れ
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
臨
調
路
線
の
「
行
政

改
革
」
に
よ
る
医
療
・
福
祉
切
り
捨

て
攻
撃
が
強
め
ら
れ
る
な
か
で
、
職

場
に
お
い
て
ひ
ん
発
す
る
悲
惨
な
労

働
災
害
や
複
雑
、
多
様
化
す
る
健
康

破
壊
の
広
が
り
の
実
態
、
労
災
・
職

業
病
か
く
し
、
健
保
流
し
や
被
災
者

の
治
療
、
生
活
、
社
会
・
職
場
復
帰

を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
深
刻
な
実
情
が

明
ら
か
に
さ
れ
「
一
日
も
早
く
健
康

を
と
り
も
ど
し
、
早
く
働
き
た
い
」

と
の
思
者
の
切
な
る
願
い
を
実
現
す

る
た
め
の
会
活
動
の
あ
り
方
な
ど
が

論
議
さ
れ
、
特
に
組
織
活
動
の
強
化

が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

方
針
で
は
「
健
康
破
壊
の
原
因
と

実
態
を
明
ら
か
に
し
て
、
治
療
を
貫

き
健
康
を
と
り
も
ど
す
」
た
め
に
、

患
者
・
障
害
者
を
増
大
さ
せ
、
そ
れ

を
切
り
捨
て
る
臨
調
「
行
革
」
に
断

固
反
対
し
、
労
災
認
定
・
補
償
、
治

療
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
社
会
・

職
場
復
帰
な
ど
職
業
病
の
総
合
的
補

債
の
確
立
を
め
ざ
す
運
動
を
一
段
と

強
め
る
こ
と
を
重
点
課
題
と
し
て
、

①
職
業
病
か
く
し
に
反
対
し
、
予
防

対
策
の
充
実
、
早
期
発
見
・
治
療
の

確
立
、
②
労
災
補
償
の
不
当
な
制
限

日患同盟
第75回大会

や
打
ち
切
り
、
患
者
切
り
捨
て
に
反

対
し
、
早
期
救
済
の
認
定
・
補
償
の

確
立
、
⑤
治
療
の
一
環
と
し
た
訓
練

的
就
労
、
社
会
・
職
場
復
帰
促
進
、

④
治
原
体
験
な
ど
の
交
流
を
深
め
、

規
律
あ
る
療
養
生
活
と
自
発
的
治
療

リ
ハ
ビ
リ
の
取
り
組
み
強
化
、
⑤
組

織
拡
大
、
財
政
強
化
、
学
習
教
育
活

動
の
重
視
、
活
動
家
の
育
成
、
全
員

参
加
の
会
活
動
、
他
団
体
と
の
連
携

強
化
な
ど
組
織
活
動
の
強
化
、
な
ど

を
緊
急
課
題
に
し
た
運
動
方
針
を
採

択
。
つ
づ
い
て
新
役
員
選
出
、
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
採
択
し
、
決
意
を
新
た
に

総
会
を
終
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
全
有
協
・
末
永
）

人
権
尊
重
の
医
療
へ

軍
縮
・
核
廃
絶
を
求
め
る
決
議
採
択

地域や病院での医療荒廃の具体的な状況を出
し合い、人権尊重の医療を求める運動方針を

話し合う日患同盟第75回大会（金沢で）

　

日
本
患
者
同
盟
は
、
五
月
二
十
五

日
か
ら
三
日
間
、
石
川
県
金
沢
で
第

七
五
回
定
期
大
会
を
ひ
ら
き
ま
し

た
。

　

「
軽
い
病
気
は
患
者
負
担
で
」
と

臨
調
賂
線
の
も
と
で
、
医
療
保
険
の

抜
本
改
悪
、
公
費
医
療
の
全
面
改
悪

へ
の
大
き
な
流
れ
が
強
ま
る
な
か
で

北
海
遼
か
ら
九
州
ま
で
全
国
か
ら
参

加
し
た
百
二
１
　
名
の
代
表
は
、
医
療

と
生
活
を
守
る
た
め
に
真
剣
な
討
議

を
行
い
ま
し
た
。

　
　

「
医
師
が
ア
ル
バ
イ
ト
に
で
て
い

て
患
者
が
不
十
分
な
診
療
し
か
受
け

ら
れ
な
い
」
「
基
準
看
護
の
病
院
な

の
に
、
付
添
を
患
者
家
族
に
つ
け
さ

せ
る
病
院
が
ふ
え
て
い
る
」
「
生
活

保
護
の
賢
産
調
査
が
つ
よ
ま
り
、
呼

吸
機
能
障
害
者
の
足
代
り
の
ボ
ロ
自
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と
し
て
、
病
院
か
ら
地
域
か
ら
運
動

Ｉ
・

　

を
く
り
ひ
ろ
げ
ヽ
多
く
の
団
体
と
力

動
車
ま
で
売
れ
と
い
っ
て
く
る
」
な

ど
病
院
や
地
域
で
の
貝
体
的
な
事
実

に
も
と
づ
い
た
討
議
の
中
で
、
今
日

の
悄
刄
に
つ
い
て
全
体
で
意
志
統
一

を
は
か
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
日
患
同
盟
の
運
動
方
針

を
あ
わ
せ
｀
艇
か
ら
人
権
尊
重
の
医

療
へ
の
転
換
を
求
め
て
運
動
し
て
い

く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
大
会
は

ま
た
、
人
権
尊
重
の
匯
一
家
へ
む
が
っ

て
の
前
進
を
さ
ま
た
げ
、
国
立
病
院

・
療
養
所
の
統
廃
合
等
医
療
荒
廃
を

い
っ
そ
う
ひ
ど
く
し
よ
う
と
し
て
い

る
臨
調
路
線
に
反
対
し
、
五
万
名
署

名
二
人
三
百
円
募
金
に
取
り
組
み
、

中
央
、
地
方
で
の
活
動
者
会
議
の
開

催
、
政
府
・
国
会
へ
の
働
き
か
け
を

含
む
医
療
と
生
活
を
守
る
こ
の
一
年

の
運
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
こ
の
一
年
の
運
動
方

鍼
灸
の
保
険
扱
い
改
善
を

　
　
　
　

全
患
連
第
1
^
回
幹
事
会
で
討
議

　

全
患
連
は
六
月
十
五
日
、
全
腎

協
事
務
局
会
議
室
で
第
三
十
七
回

幹
事
会
を
開
き
ま
し
た
。
幹
事
会

に
は
上
田
代
表
幹
事
ら
十
人
が
出

席
し
、
前
回
幹
事
ふ
厩
後
の
活
動

報
告
、
会
計
報
告
を
受
け
、
こ
れ

を
承
認
し
た
後
、
当
面
す
る
諸
問

題
に
つ
い
て
夕
方
遅
く
ま
で
熱
心

な
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
全
交
災
、
全
有
協

か
ら
問
題
提
起
の
あ
っ
た
は
り
・

き
ゅ
う
問
題
に
つ
い
て
真
剣
な
討

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

昨
年
六
月
の
診
療
報
酬
改
定
で
、

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
。
サ
～
ン
の

点
数
が
実
質
的
な
引
き
下
げ
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
施
療
者
、
受
療

者
と
も
に
困
難
な
条
件
下
に
お
か

れ
、
こ
の
改
善
を
求
め
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
全
交
災
、
全
有
協

な
ど
が
加
盟
す
る
全
国
労
災
職
業

病
対
策
実
行
委
員
会
を
は
じ
め
、

針
を
推
進
す
る
基
本
的
な
力
と
な
る

会
員
と
健
康
新
聞
の
拡
大
に
取
り
く

み
、
全
国
患
者
団
体
に
結
集
し
て
活

動
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
も
熱
心

な
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
京
都
の
南
京
都
病
院
自
治

会
の
訴
え
を
受
け
て
、
平
和
で
健
康

で
豊
か
な
生
活
を
き
づ
く
た
め
に
軍

縮
と
核
廃
絶
に
全
力
を
あ
げ
て
と
り

く
む
特
別
決
議
、
兵
庫
県
患
者
同
盟

の
訴
え
を
受
け
て
堀
木
訴
訟
最
高
裁

総
会
を
終
っ
て

互
療
会
幹
事
高
橋

　

吾
郎

　

五
月
三
十
日
、
互
療
会
の
第
十
四

回
全
国
総
会
が
広
島
市
労
働
会
館
四

階
大
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
全
国
各
地
方
支
部
代
表

な
ど
約
三
百
三
十
人
余
が
参
集
し
、

盛
会
裡
に
各
種
行
事
を
と
ど
こ
お
り

勝
利
へ
む
け
て
の
運
動
強
化
の
二
つ
一
な
く
す
ま
せ
ま
し
た
。

の
特
別
決
議
を
行
い
成
功
裡
に
大
会

を
終
え
、
中
央
・
地
方
で
大
会
実
践

に
意
気
高
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
日
患
同
盟
・
佐
々
木
）

奈
観
協
、
全
鍼
師
会
な
ど
八
団
体

で
は
、
こ
の
運
動
を
広
げ
て
い
く

た
め
「
医
療
保
険
制
度
に
お
け
る

鍼
灸
・
マ
″
サ
ー
ジ
の
取
り
扱
い

の
改
善
を
求
め
る
全
国
連
鰻
ど

の
結
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
幹

事
会
で
は
、
こ
の
運
動
を
支
持
し
、

同
会
に
加
盟
し
て
共
に
運
動
を
す

す
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
障
害
年
金
制
度
の

改
正
を
求
め
る
運
動
、
国
鉄
運
賃

割
引
き
の
内
部
障
害
者
へ
の
適
用

を
求
め
る
運
動
な
ど
に
つ
い
て
も

討
議
し
、
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

　

本
年
は
特
に
、
去
る
三
月
二
十
九

日
に
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
に
対
す

る
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
適
用
な
ど

を
含
む
身
体
障
害
者
福
祉
審
議
会
の

本
答
申
が
出
さ
れ
、
長
年
運
動
を
続

け
て
き
た
か
い
が
あ
っ
て
や
っ
と
明

る
い
見
通
し
が
開
け
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
ひ
と
重
に
全
患
連
お
よ
び
各
種

団
体
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て
の

こ
と
と
、
本
部
前
田
会
長
は
じ
め
会

員
一
同
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

　

十
四
年
を
返
り
み
ま
し
て
も
、
そ

の
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
か
ら
今
日
に
至
る

ま
で
、
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で
や

っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
こ

れ
で
い
い
と
い
う
運
動
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
全
国
各
県
に
支
部

を
と
い
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

き
て
、
そ
の
大
半
は
連
成
し
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
会
員
数
で
は
潜
在

患
者
の
十
分
の
｝
に
も
足
り
ま
せ

ん
。

　

わ
れ
わ
れ
の
教
宜
不
足
も
あ
り
ま

し
ょ
う
が
、
何
と
い
っ
て
も
病
気
の

個
所
が
個
所
だ
け
に
お
い
そ
れ
と
は

名
の
っ
て
出
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

の
堀
り
起
こ
し
に
苦
心
し
て
い
る
わ

け
で
す
が
、
こ
こ
で
も
う
ひ
と
つ
医

療
関
係
者
の
理
解
が
必
要
で
は
な
い

か
と
痛
感
い
た
し
ま
す
。

総会であいさつする

互療会前田幸男会長

　

あ
る
大
病
院
で
は
、
同
じ
外
科
で

あ
り
な
が
ら
、
第
一
外
科
と
第
二
外

科
で
は
わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
理
解
度

が
表
裏
を
な
し
て
お
り
、
そ
の
関
係

者
の
派
閥
的
頑
迷
さ
に
は
患
者
不
を

の
惑
す
ら
あ
り
、
こ
う
し
た
わ
れ
わ

れ
の
運
動
を
さ
ま
た
げ
る
結
果
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
は
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
、
大
腸
肛
門

準
会
や
泌
尿
器
科
関
係
者
に
お
い
て

も
、
や
っ
と
術
後
の
ヶ
ア
ー
に
対
す

る
研
究
会
な
ど
が
各
地
に
お
い
て
も

た
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は

今
後
の
患
者
へ
の
福
音
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
遅
々
た
る
歩
み
で
す
が

華
実
に
一
歩
一
歩
成
果
を
上
げ
て
い

こ
う
と
、
今
後
と
も
い
っ
そ
う
努
力

を
か
さ
ね
る
次
第
で
す
。
各
支
部
の

地
方
自
治
体
に
対
す
る
請
願
運
動
も

実
を
結
び
つ
つ
あ
り
、
そ
う
し
た
地

方
の
方
々
の
目
覚
め
と
、
そ
れ
に
対

す
る
地
方
自
治
体
の
理
解
力
が
相
ま

っ
て
成
果
を
上
げ
た
こ
と
は
、
前
田

会
長
を
先
頭
に
し
て
全
国
支
部
を
歩

き
回
り
、
そ
の
指
導
と
教
育
を
す
す

め
て
き
た
賜
物
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
陰
に
陽
に
全

患
連
お
よ
び
諸
団
体
の
お
力
毒
ｘ
が

あ
っ
て
の
こ
と
と
深
謝
し
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願
い
し
、

互
療
ふ
扁
会
の
報
告
と
し
ま
す
。
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「
軽
費
医
療
有
料
化
」
に
反
対

臨
調
部
会
報
告
で
日
医
、
日
歯
が
声
明

　

日
本
医
師
会
、
日
本
歯
科
医
師

会
は
、
先
に
第
二
臨
調
・
第
一
部

会
が
ま
と
め
た
報
告
書
の
中
で
。

　

「
軽
費
な
医
療
は
受
益
者
負
担
」

と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
「
徹
底
的

に
反
対
す
る
」
と
の
声
明
書
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

日
本
医
師
会
が
六
月
八
日
に
発

表
し
た
声
明
書
で
は
、
「
こ
れ
は

医
療
の
な
ん
た
る
か
を
全
く
知
ら

な
い
暴
論
」
［
軽
い
病
気
の
医
療

費
を
患
者
に
自
己
負
担
さ
せ
る
と

い
う
弩
え
方
は
、
あ
ら
ゆ
る
疾
病

に
つ
い
て
軽
い
う
ち
に
医
師
に
診

て
も
ら
う
と
い
う
早
期
受
診
を
抑

制
す
る
こ
と
と
な
り
、
疾
病
悪
化

に
よ
る
手
遅
れ
の
医
療
に
よ
っ
て

国
民
の
健
康
と
生
命
を
危
く
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
医
療
費
も
逆
に

増
大
す
る
結
果
と
な
る
」
と
し
て

　

「
単
に
財
政
的
見
地
か
ら
政
府
支

出
を
思
者
負
担
に
お
き
か
え
、
医

療
費
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
第
一

部
会
報
告
に
は
徹
底
的
に
反
対
す

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
六
月
十
七
日
に
発
表
さ

れ
た
日
本
歯
科
医
師
会
の
声
明
で

も
、
日
医
と
ほ
ぽ
同
趣
旨
の
見
解

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

医
療
、
年
金
と
も
に
1
0
兆
円
超
す

厚
生
省
・
昭
和
5
5
年
度
社
会
保
障
給
付
費

　

厚
生
省
は
六
月
十
日
、
昭
和
五

十
五
年
度
の
奘
菜
障
給
付
費
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
に
よ
る
と
、
五
十
五
年
度

の
社
ふ
藻
障
給
付
費
総
額
は
二
４
　

四
兆
六
千
四
十
四
億
円
で
、
前
年

度
よ
り
二
兆
六
千
九
百
七
十
八
億

　

障
害
者
の
所
得
保
障
に
つ
い
て

の
方
策
を
検
討
す
る
た
め
の
厚
生

大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
「
障
害

者
生
活
保
障
問
題
専
門
家
会
議
」

が
、
五
月
二
十
四
日
に
初
会
合
を

開
き
、
座
・
長
に
太
宰
博
邦
氏
を
選

ぶ
と
と
も
に
今
後
の
審
議
の
進
め

円
、
一
二
こ
］
％
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
内
訳
は
、
医
療
が
４
　

兆
六
千
五
百
八
十
二
億
円
、
律
金

が
十
兆
千
八
百
八
十
三
億
円
と
い

ず
れ
も
は
じ
め
て
十
兆
円
台
と
な

り
、
生
活
保
護
（
医
寥
’
｛
助
を
除

く
｝
、
児
童
手
当
な
ど
医
療
、
年

金
以
外
の
社
会
保
障
給
付
費
は
三

兆
七
千
五
百
七
十
九
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
国
民
所
得
（
百
九
十
三

方
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

こ
の
専
門
家
会
議
は
、
昨
年
の

国
際
障
害
者
年
を
契
機
に
厚
生
省

が
障
害
者
の
生
活
保
障
問
題
に
関

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作

り
、
一
年
間
に
わ
た
っ
て
検
討
し

て
き
た
結
果
を
ま
と
め
、
去
る
四

月
十
六
日
に
提
出
し
た
報
告
轡
に

も
と
づ
い
て
そ
の
貝
体
案
づ
く
り

の
た
め
に
発
足
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
会
議
は
、
今
後
月
一
回
の

兆
七
千
三
百
五
十
億
円
）
比
で
み

る
と
一
二
Ｉ
七
％
で
、
前
年
度
よ

り
〇
・
四
％
伸
び
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
医
寮
の
対
国
民
所
得
比
は

五
・
五
％
、
年
金
は
五
・
二
六
％
、

そ
の
他
は
万
九
四
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
障
給
付
費
の
中
で

年
金
の
占
め
る
割
合
が
年
々
増
え

て
お
り
、
四
「
四
％
が
年
金
給

付
と
な
っ
て
い
ま
す
。

審
議
を
行
い
、
来
年
夏
頃
に
意
見

を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。
同
会
議

の
主
な
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
。

　

石
弘
光
一
橋
大
教
授
、
金
平
輝

子
都
福
祉
局
長
、
川
井
睦
夫
自
動

水
産
業
経
営
者
連
盟
専
務
理
事
、

小
山
路
男
上
智
大
教
授
、
調
一
興

東
京
コ
リ
ー
〒
常
務
理
事
、
太
宰

博
邦
全
社
協
副
会
長
、
中
根
康
二

同
盟
生
活
福
祉
局
長
、
中
宮
勇
一

日
経
連
事
務
局
艮
ら
計
十
五
人
。

来
年
夏
ま
で
に
具
体
案
づ
く
り

障
害
者
生
活
保
障
問
題
専
門
家
会
議
発
足

　

厚
生
省
は
六
月
五
日
、
昭
和
五

ト
五
年
度
の
国
民
医
療
費
を
ま
と

め
発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
に
よ
る
と
、
五
十
五
年
度

の
国
民
医
療
費
は
十
一
兆
九
千
八

百
五
億
円
で
、
前
年
度
よ
り
一
兆

二
百
九
ト
億
円
、
九
‐
四
％
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国

民
一
人
当
り
十
万
二
千
五
百
円

で
、
前
年
度
の
九
万
四
千
三
百
円

よ
り
八
千
二
百
円
、
八
・
七
％
増

え
、
は
じ
め
て
十
万
台
と
な
り
ま

し
た
。
国
民
総
生
産
比
五
・
〇
一

％
（
前
年
９
四
・
九
三
％
）
国
民

所
得
比
六
二
八
％
（
前
年
度
六

・
一
六
％
）
と
い
ず
れ
も
前
年
度

よ
り
伸
び
て
い
ま
す
。

　

国
民
医
療
費
は
公
費
負
担
分
、

医
療
保
険
等
の
保
険
者
負
担
分
、

患
者
負
担
分
か
ら
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
負
担
区
分
別
割
合
で
は

保
険
者
等
負
担
分
が
九
兆
千
八
百

三
４
　
九
億
円
で
全
体
の
七
六
・
七

％
、
公
費
負
担
分
か
十
一
・
三
％
、

思
者
負
担
分
が
一
一
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

傷
病
別
医
療
費
で
は
循
環
系
が

最
も
多
く
、
以
下
消
化
系
、
呼
吸

系
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
医
療
費
1
1
兆
９
千
８
百
億
円

厚
生
省
・
昭
和
5
5
年
度
国
民
医
療
費
を
発
表
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怒りの声
J

－労働省通達1

　

「
医
療
保
険
制
度
に
お
け
る
鍼
（
は
り
）
灸
・
マ
。
サ
ー
ジ
の
取

り
扱
い
の
改
善
を
求
め
る
全
国
連
絡
会
」
（
仮
称
）
が
、
七
月
十
五

日
、
東
京
労
災
・
職
業
病
患
者
団
体
連
絡
協
議
会
（
労
職
協
）
や
全

日
本
視
力
障
害
者
協
議
会
（
全
視
協
）
、
老
地
連
、
保
団
連
、
医
労

協
、
新
医
協
、
全
鍼
（
し
ん
）
師
会
な
ど
八
団
体
の
呼
び
か
け
で
結

成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
全
患
連
は
六
月
十
五
日
の
幹
事
会
で

　

「
鍼
灸
マ
″
サ
ー
ジ
の
取
り
扱
い
の
改
善
を
求
め
る
全
国
連
絡
会
」

に
加
盟
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
全
交
災
（
全
国
交
通
労
働
災
害

対
策
協
議
会
）
に
は
、
頭
（
け
い
）
肩
腕
障
害
や
む
ち
う
ち
症
で
苦

し
ん
で
い
る
仲
間
が
数
多
く
お
り
鍼
灸
が
効
く
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
労
働
省
が
、
鍼
灸
の
労
災
治
療
を
最
長
一
年
で
打
切
る
と
い
う

通
達
を
出
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

頭
（
け
い
）
肩
腕
障
害
、
む
ち
う

ち
症
、
腰
痛
、
有
機
溶
剤
中
毒
な
ど
の

労
働
災
害
職
業
病
患
者
は
、
は
り
灸

・
マ
″
サ
ー
ジ
・
温
熱
療
法
な
ど
の

治
療
と
職
場
復
帰
訓
練
を
組
み
合
わ

せ
て
、
労
働
能
力
を
一
日
で
も
早
く

回
復
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
は
、
数
千
人
も
の
労
災
職

業
病
患
者
が
、
一
年
を
越
え
て
は
り

灸
・
マ
。
サ
ー
ジ
治
療
を
受
け
て
い

ま
す
。
思
者
や
医
療
関
係
者
で
つ
く

っ
て
い
る
東
京
中
央
医
療
生
協
の
頚

腕
症
候
群
学
級
（
頚
腕
学
級
）
で
お

こ
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
は

　

『
は
り
灸
治
瞭
を
受
け
て
い
る
と
回

答
し
た
七
十
九
人
の
う
ち
治
療
期
間

一
年
未
満
は
四
人
、
九
五
籾
の
人
た

ち
は
治
療
期
間
一
年
以
上
と
新
聞
は

報
じ
て
い
ま
す
。

　

全
交
災
な
ど
が
加
盟
し
て
い
る
労

職
協
が
、
頭
肩
腕
障
害
に
な
っ
て
治

っ
た
三
十
五
人
に
つ
い
て
追
跡
調
査

し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
三
年
以
内
に
、
も
と
の
職
場
へ

完
全
復
帰
し
た
も
の
六
人
。
三
年
以

上
、
最
高
十
三
年
も
か
か
っ
て
復
帰

し
た
も
の
十
三
人
。
こ
の
よ
う
に
、

す
べ
て
の
人
が
永
い
闘
病
生
活
を
経

て
、
職
場
に
復
帰
し
て
い
る
の
が
実

態
で
す
。

　

は
り
・
灸
治
療
を
受
け
て
い
る
労

災
保
険
の
患
者
数
に
つ
い
て
、
労
働

省
で
は
、
は
っ
き
り
つ
か
ん
で
い
な

い
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
中
央
医
療
生
協
で
は
、
女
子

事
務
員
の
少
な
く
と
も
Ｉ
〇
靫
は
頭

肩
腕
障
害
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

由法に後こりは

　

つ者よの
にの障はれしりとでく温痛
｀規害痛以な・こくは効熱み
七定補み上い灸ろれ｀く

　

や
月で償一望②治がま自｀戻し

一あをしめ一療労し信とよぴ
日る払びな般の働たに全りれ
かこうれく医効省゜み交もに
らとのなな療きは

　

ち災｀は
ゝ

　

ゝがどっで目①

　

てのは｀
はな労のだのが長

　

体仲り一
りど災後ら回は期

　

験間・般
・を保遺｀復つ間

　

を。灸医
灸理険症以がきの

　

語患が療

治
療
期
間
の
限
度
制
を
指
示
す
る
通

達
を
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
労
災
保
険
に
よ

る
治
療
が
、
晟
高
一
年
で
打
ち
切
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
思
者
と
治
療
の

実
情
を
無
視
し
た
全
く
不
当
な
や
り

方
と
、
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ン

師
の
職
業
と
職
場
を
せ
ば
め
る
こ
と

に
も
な
り
、
こ
れ
ら
の
人
だ
ち
か
ら

も
怒
り
の
声
が
出
て
い
ま
す
。

　

は
り
・
灸
治
療
の
労
災
支
給
を
一

年
で
打
ち
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
企

業
（
雇
用
者
）
は
、
労
災
患
者
を
合

理
的
に
解
雇
す
る
、
と
い
う
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
。
人
間
と
し
て

生
き
る
権
利
を
奪
ろ
も
の
だ
。
医
寮

切
り
捨
て
・
臨
調
賂
線
の
先
ど
り
で

は
な
い
か
。
断
じ
て
許
せ
な
い
”
と

全
交
災
の
仲
間
は
怒
っ
て
い
ま
す
。
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険．第労厚▼決対人理医▼不い害とをの▼岡な会▼二

給か

一

委相６めす保更師６起だ・厚製会２堅うで１ヤ

付ぜ

　

では日たる健＝会日訴が薬生造会日而会｀日；

かな

部

｀参

　　

゜態法では

　

と

　

｀事省｀員

　

氏長武

　

１

らど会臨院森

　

度に｀常日し東法

一販がクが｀

　

見日ｌ

はのが調社下

　

を反老任本だ京

　

買

売クロ新

型

会本ｆ

ず軽

　　　　　　　　　　　　

地

麦

藁し口口会が長医ｌ

す費

　　　　　　　　　　　　

検で務だロキ長行｀師今

．“医

　　　

医療・社八保障

　　　

は告局製キシ(c

S 8会百

と療

　　　　　　

二

　　　　

こ訴長薬ン被選れに代卜

検は

　　　　　　　　　　　　

れしを二製害出｀と議喜

丿保

　　　

メ

　　

モ

　　　

゛７偽

荘

剤者゜花ぢ１

　

．で

　　　　　　　　　　　　

▼集の阻は▼長生を年子

　

保｀

　

……………………………………………

　

20会改止.2に省含金ｉ

・険老

　　　　　　　　　　　　　

日“善し老日提国む制１

　

者人

　　　　

４

　　

月

　　　　　

ををヽ人

　

出際検度与

　

二

Ｉ負健

　　　　　　　　　　　　　

鉄い求金健民だ害結別ｌ

　

担法晋▼し続でる手窓賀体とはたすな法春゜者果建１

Ｉが案C 22たききだ帳口割障同運゜るど案闘　年をて４

，

増に臨日

　

゜を

　

けをで引害時質

　

中社の共

　

推｀方１

Ｉえつ時

　　

簡

jR

で提身を者に値

　

央会成闘

　

進石式４

：るい総健

　

素う購示障駅の｀上

　　

保立会

　

本野な１

　

なて会保

　

化手入す者の運身げ

　

這

障を議

　

部厚ど1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－
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険
給
付
か
ら
は
ず
す
」
と
検
討

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
反
対

の
立
場
を
表
明
し
た
。

▼
1
5
日
経
団
連
は
常
任
理
事

会
で
「
五
十
八
年
度
予
算
は
マ

イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
で
」
と
提

案
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

▼
1
6
日
厚
生
省
・
障
害
者
の

生
活
保
障
問
題
検
討
委
員
会
は

で
、
老
人
保
健
法
案
に
つ
い
て

　

「
保
険
者
の
負
担
が
増
え
る
な

ら
反
対
」
な
ど
の
修
正
要
求
を

決
め
、
自
民
党
に
申
し
入
れ
た

▼
2
8
日
堀
木
訴
訟
の
上
告
審

口
頭
弁
論
が
最
高
裁
大
法
廷
で

開
か
れ
、
優
一
側
は
「
年
金
と

児
童
扶
糖
早
当
の
併
給
禁
止
は

憲
法
違
反
」
と
二
審
判
決
の
破

棄
を
求
め
た
。
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貴
会
の
機
関
紙
ぶ
ん
じ
ゃ
と
医

療
し
謡
恥
り
、
続
ん
で
い
ま
す
。

六
月
一
日
号
「
読
者
の
た
よ
り
＝
わ

た
し
と
国
際
障
害
者
年
」
を
書
か
れ

た
青
木
さ
ん
は
、
小
学
校
六
年
生
の

幼
い
身
で
、
心
臓
病
と
た
た
か
っ
て

い
る
の
で
す
ね
。
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

ハ
ン
セ
ン
氏
病
を
病
み
、
一
応
、

菌
陰
性
に
な
り
、
で
も
、
手
足
や
眼

に
障
害
を
も
ち
、
何
十
年
も
療
養
所

で
生
活
せ
ざ
る
を
得
な
い
私
た
ち
。

青
木
さ
ん
の
羊
尹
は
、
大
へ
ん

陶
芸
つ
て
素
晴
ら
し
い

多
磨
全
生
園
藤
沢

　

智
史

励
ま
し
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

十
四
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
、
東
村

　

と
こ
ろ
で
、
き
ょ
う
は
、
私
の
倖
山
市
の
公
民
館
で
ひ
ら
き
ま
し
た
。

む
国
立
ハ
ン
セ
ン
氏
詞
療
養
所
多
臍
両
手
の
指
を
な
く
し
、
あ
る
い
は
弱

全
生
園
の
。
陶
芸
を
楽
し
む
会
”
が
視
の
仲
間
た
ち
が
、
精
い
っ
ぱ
い
、

開
い
た
作
品
展
の
こ
と
を
ご
紹
介
し
十
と
炎
で
創
り
あ
げ
た
花
器
や
陶
板

た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

　
　
　

な
ど
二
百
点
を
展
示
し
ま
し
た
。
会

　

会
員
（
療
友
）
は
二
十
六
人
。
ほ
期
中
、
雨
の
日
も
あ
り
ま
し
た
。
で

か
に
職
員
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
作
も
延
べ
数
百
人
の
市
民
が
見
に
来
て

業
原
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
函
芸
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

楽
し
む
ふ
ｒ
は
、
昭
和
五
十
五
年
一

　

ひ
と
き
わ
真
赤
で
、
重
厚
な
花
び

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
　

ん
に
、
私
は
目
を
惹
か
れ
ま
し
た
。

　

街
に
出
て
「
作
品
展
」
を
ひ
ら
い

　

。
真
赤
な
色
”
は
、
な
か
な
か
出
に

だ
の
は
、
今
年
で
二
回
目
。
六
月
二
く
い
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
花
ぴ
ん

を
創
っ
だ
の
は
Ｍ
さ
ん
で
す
。
彼
は

三
年
前
、
転
地
治
療
で
多
磨
全
生
園

に
来
ま
し
た
。
七
月
中
旬
に
は
、
も

と
居
た
鹿
児
島
の
療
養
所
に
帰
り
ま

す
。
Ｍ
さ
ん
が
先
日
、
私
に
言
っ
た

言
葉
か
、
い
ま
も
耳
に
残
っ
て
い
ま

す
。

　

「
も
の
を
創
っ
て
、
生
き
る
こ
と

の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
た
。
そ
れ
よ

り
も
嬉
し
い
こ
と
は
、
素
隋
ら
し
い

人
だ
ち
と
、
友
だ
ち
に
な
れ
た
こ
と

だ
。
麗
児
島
で
も
、
か
な
ら
ず
陶
芸

を
つ
づ
け
、
仲
間
を
つ
く
る
／
・
」

　

ｊ｀
▼
今
月
に
は
臨
調
の
基

本
答
申
が
出
さ
れ
ま

す
。
老
人
保
健
法
案
の

審
議
も
山
場
を
迎
え
ま

す
▼
こ
れ
ら
の
医
療
・

福
祉
切
り
捨
て
方
針
に

は
国
民
の
批
判
の
声
も
強
ま
り
、
政

府
部
内
で
の
矛
盾
も
強
ま
っ
て
い
ま

す
▼
し
か
し
も
う
ひ
と
つ
運
動
が
盛

り
上
り
ま
せ
ん
。
患
者
の
声
を
大
き

く
し
ま
し
ょ
う
▼
病
人
に
と
っ
て
厳

し
い
夏
を
迎
え
ま
す
。
夏
か
ぜ
に
注

意
し
猛
唇
を
乗
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

　　　　　　　　　　お申し込みは各都道府県患者同盟へ
　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　または東京都清瀬市松山2-13-12
　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　日本忠行同盟総務部(郵使番I･j･2 0 4)

碧海の　　

へ送料をそぇてぉ申込みください
　　　　　　　　　　　　　　(200円以ﾄﾞの切手でぉ願いします｡)

サナノヽﾜｳﾑでなにが
三柏園事件記録編纂委員会編/労働旬報社刊　Ｅ柏園事件物語禁昌

青い海､緑濃い山に囲まれた療養所が､警官を導入し　の金字塔〈ﾓ柏園嘔件〉のだたかいと勝利への原動力
患者をほぉり出して閉鎖された。そして、それに抗議　は河かを明らかにして、jllの臨調=福祉兄直し路線
した入を逮捕した。奉書は、朝日訴訟と並ぶ患者運動　から国民の生活と健康を守るものは何かを問いかける。

　　　　　

全患連加盟組織

＜互療会＞

〒105港区新橋5－14－12

　　　　　　　　　　　　

大幸ビル２階

　　　

≪0 5 C4i2) 5 5 14

＜全国交通労働災害対策協議会＞

〒唄豊島区西池袋１－４－５

　　　

≪0 5 C982? 7 5 6 1

＜全国腎臓病患者連絡協議会＞

〒161新宿区下落合５-づ5－29

　　　　　　　　　　　　　　

田沼ビル

　　　

≪0 5 <:952)5 5 4 0

＜全国心臓病の子供を守る会＞

〒la1千代田区神田北乗物町17

　　　　　　　　　　　　　　

北乗ビル

　　　

曾ｏろC256) 8 4 2 4

＜全国ハンセン氏病患者協議会＞

〒la9東村山市青葉町4－1－10

　　　

≪0 4 2 5 C94) 15 7 1

＜全国職業性有會物障害患者協議会＞

〒105港区西新橋2－21－5

　　　

aO 5― aSi) 2 0 8 2

＜日本患者同盟＞
〒294清瀬市松山2－15－12

　　　

≪0 4 2 4 C9n 0 0 5 8

＜慢性一酸化炭素中毒患者会＞

〒151渋谷区千駄ヶ谷卜－51－5

　　　　　　　　　　　　

代々木病院内
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